
5 企 業 の こえ

NHK中 国本部 。人事部にきく

NHKで は地方公募という形で広く全国から人材

を求めていますが,そ の採用を判断する基準や方針

はすべて東京本部の意向で決定されます。したがっ

て地方が独自に採用する人物を主体的に決定すると

いうことはありません。それでどういう方針で決め

るのかということを私たちは申し上げることはでき

ないのですが,ま あひと口に言えば知力・体力共に

備わったバイタリティのある人がやはり第一でしょ

う。詳しくは先日の「 週刊朝日」の就職についての

記事や角間さんという人の書かれた「 人事部長」と

いう本を御覧になれば,NHKが どういう人物を求

めているかわかっていただけると思います。放送に

ア フ リ カ

‐土井敏邦
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土井敏邦 比較文化研究 4年 現在休学中  ‐

土井君がアフリカベ渡 ってか ら早や 8か月が経 っ

た。 rA‐ ぜァフリカに行 ったのかというその本意は本

人に しか解 らない。高度に発達 した文明社会の中で
,

ただ流れるままに身を委せている自分への腹立た し

さに端を発 し,生活環境が極限状況 とわれわれの眼

に映るアフ リカに飛び込むことで自己を厳 しくみつ

め られると彼が考えたのではないだろうかと想像す

るだけである。ただ今回のアフ リカヘの渡行は彼の

人生にとって大賭博だったことは確かである。

海外に出ていった例が,わ が学部にもい くつかあ

るが,彼の場合 ,完全なる単独行動でありしかも生

命の危険と常に背中合わせの地を選び,ほ とんど現

地の人々と寝食を伴にした旅を続けているという点

で異色 /■
‐
ものである。「 国際的な感覚 と実行力 」を

もち「 国際社会に広 く活躍 」しようとした最初の同

朋であるといえよう。

行 く先々で暖かく迎え入え られ ,村人と生活を伴

にしながら感 じた驚 きやアイデンティティが書簡で

送 られてきた。フィール ドヮークといえるか否かは

わか らないが,彼のアフ リカ渡行の概略を知って頂

くことで,何かの示唆になれば幸いである。

彼が計画を実行に移 しは じめたのは二年生も半ば

限 らずマスコミー般では,特定の分野に偏 らない幅

広い知識をもった人間を必要とします。それで特に

マスコミに有利な専門とか学部といったものはあり

ません。NHKで はほとんどの大学と学部に求人票

を送って門戸を広 く開き,大学や学部に左右 される

ことなく公正な方法で採用を決定 します。総合科学

部は今度初めての卒業生をだされるそうで先生方も

熱心に説明に来 られました8残念ながら合格者 こそ

出ませんでしたが ,幅広い知識をもっているという

点で,他の学部に較ベマスコミ向きの有利な面があ

るのでは /A‐ いかという印象をもっています。 (文責

・編集部)

か ら の 通 信

ア フ リカ を 紡 往 一

し

過ぎてか らのことだった。問題は外国語の会話力と

資金の調達であった。英会話は知 り合いの縁で岩国

の米軍基地に出入 りすることで実践力を養っていた。

また資金は三年次の大半をバイ トに費 した。尚且つ
,

アルバイ トを しながら未知の世界の情報を学外のさ

まざまの人々か らも得ていたようである。その中で

も特筆 されるのは一昨年の夏 ,北海道の牧場でのア

ルバイ ト料を元手に敢行 した日本縦断 ヒッチハイク

であり,「 世界ケチケチ旅行クラブ 」の例会への参

加であったと思 う。集め られるだけの情報を自力で

集め「 ただの旅行に終 らせたくr.‐ い 」との理由から

「 ヒロシマ」を理解 してもらえればと何冊かの英語

版写真集が リュックの中にあったことが言己憶に新 し

い。

ヮーク・キャンプで作業中の土井君 (左端)



大学当局の許可 もやっと取れ,当初の予定よりや

や遅れて 5月 28日 ,無事羽田を発った。バ ンコク

(タ イ),ボ ンベイ (イ ン ド)を経由 して 6月 8日 ,

ナイロビ (ケ ニア)に降 り立った。

ケニアをバスとヒッチで回り,7月 5日 ,西アフ

リカ方面へ出発。ウガ ンダ,タ ィザニアを回 り再び

ケニアに戻 り,8月 初旬よリワークキヤンプに参加

する。 3週間のキャンプを終え ,キ ヤンプで知 り合

った青年教師宅にお世話になる。その後 ,ウ ガンダ
,

ザイールを経由 して現在 (一月中旬)サハラ砂漠横

断中である。この間に彼はアフ リカの ヒトラーと異

名をとるア ミン大統領や ,ケ ニアに残る部族主義 r.‐

どについて,われわれがは じめて知る生の声を送っ

てきて くれた。その一部は新聞,週刊誌というマス

コミにも取 り上げられたことは周知のことである。

彼の通信のすべてをこの限 られた紙面に掲載する

ことは不可能なため, トピックスを編集 してお伝え

したい。

7月 5日 付で来た第一便はナイロビか ら発された

ものである。われわれが抱いているアフリカのイメ

ージとは全 く異なった近代的 ビルが建ち並ぶ広島よ

りも小 じんまりした街 ,それがナイロビである。到

着以来 ヒッチとバスでケニアを回って,農家にも数

日宿泊 した。農家は土壁で囲まれた上間の家 ,飲料

水は雨水 ,灯 りはランプ,朝食はチ ヤイ (紅茶に ミ

ルク,砂糖をたっぷ り入れた飲みもの)だけ。昼食 ,

夕食はポテ トとメイズ (と うもろこし)を煮たもの。

家の中でたき火を燃や し長時間煮込 まるのを待ちな

がら家族の者が談笑する。「 贅沢な生活を知 らなけ

れば人間はこんな中でも,これ程明るく生 きていけ

るものなのか 」と彼は驚いた。

ごく稀にしか車が通 らないヒッチ旅行の中で彼が

は じめて触れたアフリカの上の匂いだったのである。

「 これか らどんなことになるか予想もつきませんが
,

できる限り部落滞在を繰 り返 していくつもりです 」

と抱負を語って くれた。

8月 初旬 ,彼 はワークキヤンプに参加 した。 3週

間 $60を 自分で支払って参加 したケニア国内の ナ

ミ:ラ マという町の女子高校を建設する奉仕労働であ

る。デ ンマ=ク ,オ ランダ,カ ナダおよびケニア国

内の青年たちと唯一の日本人との計 15人のキヤン

プが張 られた。

食事はすべて原地食。とうもろこしに始まり,と

うもろこしに終る食事には閉口したようだ。

外国人の珍しい訪間者と話 しをしに村人たちが連

日訪ねてきた。ケニアは公用語が英語で,原地の人

々はとてもうまくこなす らしい。彼 らの知 っている

日本は「 トヨタ,ダ ッ トサ ン,ナ ショナル,サ ンヨ

ー 」と「 カラテ 」の国「 ニ ッポン」らしい。ウガン

ダ ,タ ンザニアにおいても人々はきまってそのこと

を口にし,それ以外は全 く知 られていない。

キ ャンプの始まる前に知 り合 った小学校の先生に

頼 まれて,仕方なく小学校の教壇に立ったそうだ。

めったに見ることのない珍 しい日本人が 日本の話を

するというので生徒たちがどっと押 し寄せてきた。

日本から持参 した唯一の写真集「 ヒロシマ」を使っ

て原爆の話をすることにし,世界地図を書いて日本

の位置を示 したとか。以前ある少女か ら「 日本はア

フリカのどこにあるの 」とおかしな質問を受けた彼

の経験のなせる思いつきだっだ。

農 家 の 新 築 (ケ ニア)

ヒッチをしrA‐ がら行き交 う人々に「 ヒロシマ」を

知っているかと質問を繰 り返す。「 ああ歴史で習 っ

たよ。原爆のヒロシマだろう。 」と彼の会った大部

分のアフリカ人がヒロシマの名を知 っているのに驚

かされた。 しか し,ア フリカには世界のことよりも

まず自分たちの生活という切実なる問題があるよう

だと「 ニッポン」を [1に する度に感 じたようである。

ナ ミラマの村人たちの挨拶についての記述は興味

をそそる。人に会えば「 ムレンベモノモノ」 (ヴニ

ヤラ語で「 こんにちは 」θ)意)と挨拶を交す。あい

さつを済ませたす ぐ後であっても再び出会えば「 ム

レンベモノモノ」と握手を■ り返す。習慣 とは恐ろ

しいものだと関心 していると,彼 も御多分に洩れず

「 ムレンベモノモノ」の大歓迎を受けて少々うんざ

りした。

ケニアでは男は何人妻を持ってもよく,そ の数で

男の格が判断される傾向のようで,異母兄弟がイ中む

つまじくしている様子は二十世紀の日本人には異様

に映った。
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つ

本分のキヤンプでは仕事は捗 らず,お しゃべりに

夢中である。特にヨーロッパ人がひどく,極端なの

はベ ッドに寝 ころがっているありさま。因に土井君

はといえば,セ ッセセ ッセと日本人 らしく振舞 った

そうで,風邪を引いためがきっかけで しだいに労働

意欲を失ったようだ。 日本でワークキャンプ開催を

実現 したいと考えている彼の 3週間の生活が過ぎて

いった。

日本出発以来 3カ 月が経った当時 ,ホ ームシック

は相変 らずで,夢の傾向もふっくらした御飯や寿司 ,

すき焼 きなどが登場 してくるようになつた。

その間に,ウ ガンダ人の青年教師アマンゴレさん

と接触 し,ウ ガンダの内情を聞 く機会を得た。アマ

ンゴ レさんはウガンダか らの亡命者で,すでに二人

の兄弟を秘密警察に殺害 されていた。土井君の質問

に回答するという形式で約 30ページにのぼるレポ

ー トが送 られてきた。ア ミンの暴 虐ぶ りが克明に記

されており,某テ レビ局が報道 したアミンの姿 とは

似ても似つかぬものである。

ナ ミラマを離れた後 ,ワ ークキヤンプで知 り合 っ

たケニアはマチヤコス地方の青年教師宅に身を寄せ

た。村人を訪ねたり,学校の教壇で日本の話を した

り (計 6回 )の生活を続けた。

滞在中運よく結婚式がこの村であって特別ゲス ト

として招待された。スーツと白いウエディング ドレ

スの新郎新婦が教会で式を挙げるという姿に伝統的

な結婚式を期待 していた彼は落胆 したようだ。結婚

式の模様がとてもユーモラスであつたので原文のま

ま紹介 したい。

西洋式に教会で式を挙げた後 ,新郎の家の前の広

場で村人たちが新郎新婦に贈 りものをするのです。

ある者は手製のバスケ ッ トを,あ る者は生 きた鶏を

2羽 ・・・。 しか し多 くは金を贈るのです。ただ 日

本と違って贈 られた金は贈 り主の名とともに,村の

チーフによって公表 されるのです。特別に招待され

た僕も 5シ リング (200円 色り を贈 ったのですが ,

唯一の外国人の贈りものというので村のチーフが ,

ひときわ大きな声で「 日本から来た トシ.ノ (ァ フ リ

カでは僕はいつもこう呼ばれるのです)5シル′ 」

と公表すると村人たちから大きな拍手が起こり,僕

はすっか り照れて しまいました。 こんなことなら 1

0シ リングくらい贈 っておけばよかったと思った程

です。

キ ャンプのあった地方と異 /A‐ り,マ チ ヤコス地方

は乾燥地帯のため水が大きな問題であり,小学校の

運動場の端の「 ポンプを利用 した湧水 」が生活に利

用されている。気ままな湧水はしばしば涸れ ,遠く

か ら白く濁った水が運ばれている。彼 もアフリカで

の生活にすっかり慣れ ,こ の頃には濁った水を飲む

ことにも平気になつていたようだ。

ケニアの教育制度は初等学校 7年 ,中等学校 6年 ,

大学 3年 ,ただ し法・工は 4年 ,医学部は 5年で
,

ナイロビ大学が唯一の総合大学である。中等学校は

国立と公立・私立の二種類に大別 され ,設備や学費

の面で国立の方がか 7■
‐
り優遇されているようだ。授

業はスワヒリ語の講義以外すべて英語で行 r■
‐
ゎれて

おり,彼 があつかましく出席 した感想によると授業

内容はそれ程難 しく7■
‐
いらしい。

家族については兄弟のひとりが職をもって独立す

れば,弟や妹は兄の世話をするのが常識 となつてい

る。彼が世話になつた青年の弟 も,食卓の上のラン

プの灯の下で勉強 しながら,食事や洗濯を して兄の

面倒をみていたのであつた。彼 ら中等学校生の職業

志向は男女とも日本の場合と大差はないらしいが ,

ケニアの貧 しい農村から抜け出したいという都会志

向がかなり強い。

ケニアはアフリカにおける数少ない平和な国家の

ひとつとみていたが,実際はか/A~り きびしい部族主

義があるようだ。現在 ,政権は主要部族であるキユ

ク族によって掌握されており,他の部族には全 く閉

された社会 rA‐ のだ。他部族はケニヤ ッタ大統領政府

について自由に語ることは許されず,権力によって

沈黙させ られている。独立はできたが,多数派部族

が利害を独占するため部族間の貧富の差が大きく開

き,政治的差別も手伝ってキユク族に対する反感が

生 じてきており,動乱に発展する可能性が r.‐ きにし

もあらずといった現状である。 このような会話 も寝

背中にこぶのある牛 (マチヤコス地方・タニア)
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室に閉 じ込 もって しなければな らない状態だそうで

ある。 トライバ リズムは近代的な国家を生み 出すた

めにアフリカ人が避けては通れぬ陣痛なのかもしれ

た員い。                        .

9月 末 ,ケ ニアを離れ,ア フリカ大陸を横断すべ

くウガンダを経て10月 も半ばЙ →レに入った。交通

の便もなく足は飛行機と運送 トラックだけ。やっと

イシロまでたどりついた。肉体的にも精神的にもス

トレスが蓄積しているようだ。会話も仏語力沖心となり,

かなり苦しんだのではないかと想像する。ここザイールで

は教師の給料が60ザイール (約 $30)で シガレ

ットが一箱なんと$1もする。 ドルとも両替 してく

れる銀行もなく,現地通貨は修道院のシスターらに

お世話になつた。イシロを後にしてカメルーンに入

り,サバラ横断に挑んだ模様である。

ヨーロッパに抜けて帰国の途につくものと思われ

るが,彼が最も期待していたひとつ,ラ ンバレネ・

シュバイツァー病院についてのレポー トが待ち遠 し

い。

パ ック旅行 と異なり行き当 りばったりの旅である

ため ,彼の報告は意外性に富み ,実に生 々しく知 ら

れざるアフリカについて知 らしめてくれた。原地の

部落へ入 り込んで,プ ロークンイングリッシュで し

ゃべりまくっている<ト シ>の姿が目に浮んで くる。

彼は今 ,サハ ラ砂漠の真只中に居るはずだ。ひと

り夜空を見上げては故郷に思いを馳せ,「 すき焼き」

の夢を見ていることだろう。

長いアフリカまでの道程であったが,遂にアフリ

カの地に足を下 し,さ まざま7■
‐
人々と交流しながら

大砂漠の中をヨーロッパヘと向かっている。帰国後

彼はその貴重な体験を詳細にレポー トしてくれるだ

ろう。それが彼にとってのゴールではなく,必ずや

新しいスタートラインとrA‐ るにちがいない。四年の

歴史しか /1‐ い総合科学部であるが,創世紀にして世

界へ翔いたこんr■
‐
男がいることを記憶の片隅にでも

残 しておいてもらいたい。どうか<ト シ>が無事帰

広 してくれることを願いつつペンを置く。

《地域文化研究室宛に送られてきた資料≫

・カセットテープー巻

カンバ族に関する風俗 ,習慣について酒場で

老人に聞いたり, 120才を越える長老を尋ね

て聞いた話をジャクソン氏が編集して吹き込ん

でくれたもの。

・ケニア,ウ ガンダ独立前後に関するもの

書物より資料を集めジヤクソン氏の学校の秘

書にタイプしてもらった。

・亡命者アマンゴレさんのウガンダ内情告発 レポ

ート

・ “Target Amin",ペ ーパーバ ックー冊

＼
―

4年  石井 直人

4度 目の冬を迎えたが,私の生んだ卵はどういう

しろものであったのだろうか。ずいぶん生んできた

と思うんだが,みんなもっていかれてしまった。殻

うすく,味 うすく,胚 うすく,食 うに耐えないもの

だったかもしれない。 しかし,ま がりなりにも,私

はこのプ●イラニの養鶏場をよくぬけ出していった

、ぬけ|1了|,こ ,と |オう)1器であうたから,味の

環いやつヽ「
=:六

個ぴり1出 しただろうし

'ふんづまりの1万余羽の鶏友よ
`1配

合し料の向じ

えきを与ぇられ,|IElば し切られ「 羽切られ,四六時

中の人工太陽あ牢獄に1住む鶏よ。何羽があそこにぶ

らさがつている「 太陽 」が実は安ものの裸電球で
,

ここが「 楽園」という名の牢獄であることに気づい

ブロイラーの鶏 となるなかれ

たか。何羽がへ しおれた日ばしで主人のすねと頼を

つついたか。何羽が養鶏場をつきやぶって戸外に飛

んだか。知っていたか。一月に一度,薬会社のやつ

らが抗生物質を我々にうつために主人に薬をもって

くるのを:我々の身体は肺病やみか,さ もなくば無

菌状態である。主人の大のひきかきで昇天だ。主人

は,同 じ格好のうそ

'Fを

生まして金にすることだけ

を考えているのだ。商社のやからと共に。見ろ,や
つらのあの金歯の光りを。

卵がうそ卵であることを知るより大切なこと~~

歩々のとさかの中につまった脳みそが,全 く同じひ

な型にr■
‐ってぃるということだ。ピイ,ピ イ。あそ

こを見よ。自地に赤く「 愛 」と染めぬいたチャンチ

ー
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